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農業委員会第１５回総会議事録 

 

１．日 時  令和３年９月１４日（金）午前９時３０分～午前１０時５０分 

 

２．場 所  鈴鹿市役所 １２階 １２０３会議室 

 

３．出席委員（１５人）  

  会長 堀田 長久   会長職務代理者 鈴木  秀 

 １番 田中 恒司   ５番 小菅 武次   ８番 辻󠄀    望 

１０番 小林 伸康  １１番 大石 徹也  １２番 平子  伸 

１３番 稲田 利幹  １４番 上田 みね子 １５番 近藤 啓子 

１６番 大野 久美子 １７番 三田 久憲  １８番 豊田 栄美子 

１９番 望月 広志 

              

４．欠席委員（４人） 

    ２番 長谷 康郎   ４番 佐々木 平   ７番 飯田 秀治 

９番 加藤 三久 

 

５．事務局  

農業委員会事務局 鈴木次長，小林農地ＧＬ，森田，田吹 

農林水産課農政Ｇ 水谷，武内 

 

６．議事日程 

 開会 

   第１ 第１号議案  農地法第３条の規定による許可申請について（所有権） 

 

      第２号議案  農地法第４条の規定による許可申請について 

 

第３号議案  農地法第５条の規定による許可申請について（所有権） 

 

      第４号議案  農地法第５条の規定による許可申請について（貸借権） 

 

      第５号議案  農用地利用集積計画について 

 

      報告事項１号 農地法第１８条第６項の規定による通知書について 
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      報告事項２号 使用貸借契約の解約について 

 

      報告事項３号 農地法第３条の規定による届出について（相続等届出） 

 

      報告事項４号 農地法第４条の規定による届出について（専決処理分） 

 

      報告事項５号 農地法第５条の規定による届出について（専決処理分・

所有権） 

      報告事項６号 農地法第５条の規定による届出について（専決処理分・

貸借権） 

      報告事項７号 農地の転用事実に関する照会について（法務局） 

 

報告事項８号 非農地証明願について（市証明） 

 

報告事項９号 時効取得による移転について 

 

報告事項 10 号 取下願・取消願の承認について 

 

報告事項 11 号 買受適格証明願について（農地法５条届出） 

 

報告事項 12 号 農地法第６条第１項の規定に基づく農地所有適格法人 

       の定期報告について 

 

   第２ 農業振興地域整備計画の変更に関する意見聴取について 

 

 

７．会議の概要 

事務局 

ただ今より，鈴鹿市農業委員会第１５回総会を開催いたします。開会にあたりまし

て堀田会長よりご挨拶をお願いいたします。 

会長（挨 拶） 

事務局 

続きまして，議事に移らせていただきます。今後の議事進行は，堀田会長にお願い

いたします。 

議長（堀田会長） 
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それでは，お手元の事項書にしたがいまして，議事を進めてまいります。 

まず，開会にあたりまして，本日の農業委員会第１５回総会は，委員の過半数が出

席しておりますので，農業委員会等に関する法律第２７条第３項の規定により，本総

会が成立しましたことを報告申し上げます。また，議事録署名者を第１２番平子伸様，

議席番号１４番上田みね子様にお願い申し上げます。 

 それでは，議事第１ 第１号議案 農地法第３条の規定による許可申請の所有権に

ついて，事務局より説明いたします。 

事務局 

第１号議案 農地法第３条の規定による許可申請の所有権について説明いたしま

す。 

まず，7の 47 番は，譲受人は，利用農地 12,957.61 ㎡を耕作されています。今回の

申請地面積は 1,116 ㎡ですが，同一世帯間での所有権移転でございますので，合計面

積に変更はなく，耕作放棄地等はありません。取得後は，水稲，野菜，果樹を栽培す

るとの申請です。機械につきましては，トラクター，耕うん機，田植機，コンバイン，

農用自動車を各 1台所有されています。労働力及び技術につきましては，本人が経歴

21 年で，世帯員等その他常時雇用している労働力は，経歴 61 年，47 年が各 1名です。

通作時間は車で約10分です。必要な農作業について，年間約60日従事されています。

また，地域の農地利用調整に協力し，農薬の使用方法等について地域の防除基準に従

いますことから，周辺地域への支障はありません。 

続きまして，8 の 42 番は，譲受人は，利用農地 12,020 ㎡を耕作されています。今

回の申請地面積は 2,168 ㎡で，併せて 14,188 ㎡となり，耕作放棄地等はありません。

取得後は，水稲，野菜を栽培するとの申請です。機械につきましては，トラクター，

耕うん機，田植機，コンバイン，乾燥機を各 1台リースで導入予定で，農用自動車を

1台所有されています。労働力及び技術につきましては，本人が経歴 50 年です。通作

距離は約 1,000ｍです。必要な農作業について，年間約 60 日従事されています。また，

地域の農地利用調整に協力し，農薬の使用方法等について地域の防除基準に従います

ことから，周辺地域への支障はありません。 

続きまして，8の 45 番は，譲受人は，利用農地 4,987 ㎡を耕作されています。今回

の申請地面積は 418 ㎡で，併せて 5,405 ㎡となり，耕作放棄地等はありません。取得

後は，水稲，小麦を栽培するとの申請です。機械につきましては，乾燥機を 6台，農

用自動車を 3台，トラクター，田植機，コンバインを各 2台，耕うん機を 1台所有さ

れています。労働力及び技術につきましては，本人が経歴 15 年で，世帯員等その他

常時雇用している労働力は，経歴 7年が 1名です。通作時間は徒歩で約 1分です。必

要な農作業について，年間約 300 日従事されています。また，地域の農地利用調整に

協力し，農薬の使用方法等について地域の防除基準に従いますことから，周辺地域へ

の支障はありません。 
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続きまして，10 の 49 番は，譲受人は，利用農地 13,709 ㎡を耕作されています。今

回の申請地面積は 4,391 ㎡で，併せて 18,100 ㎡となり，耕作放棄地等はありません。

取得後は，水稲，花木を栽培するとの申請です。機械につきましては，トラクター，

耕うん機，田植機，コンバイン，農用自動車を各 1台所有されています。労働力及び

技術につきましては，本人が経歴 58 年で，世帯員等その他常時雇用している労働力

は，経歴 24 年が 1 名です。通作距離は約 2.5kｍです。必要な農作業について，年間

約 60 日従事されています。また，地域の農地利用調整に協力し，農薬の使用方法等

について地域の防除基準に従いますことから，周辺地域への支障はありません。 

続きまして，16 の 44 番は， ２名の共有名義農地の持分２分の１ずつを，２名の譲

受人にそれぞれの持分を移転する案件です。譲受人の２名は，同一世帯の為，併せて

説明いたします。譲受人は，利用農地 5,334.91 ㎡を耕作されています。今回の申請

地面積は 3,968 ㎡で，併せて 9,302.91 ㎡となり，耕作放棄地等はありません。取得

後は，水稲，野菜を栽培するとの申請です。機械につきましては，トラクター，田植

機，乾燥機，コンバイン，農用自動車を各 1台所有されています。労働力及び技術に

つきましては，本人が経歴各 25 年です。通作距離は約 350ｍです。必要な農作業につ

いて，各年間約 70 日，60 日従事されています。また，地域の農地利用調整に協力し，

農薬の使用方法等について地域の防除基準に従いますことから，周辺地域への支障は

ありません。 

続きまして，19 の 43 番は，譲受人は，利用農地 8,519 ㎡を耕作されています。今

回の申請地面積は 349 ㎡で，併せて 8,868 ㎡となり，耕作放棄地等はありません。取

得後は，茶を栽培するとの申請です。機械につきましては，トラクター，耕うん機，

田植機，茶刈機を各 1台所有されています。労働力及び技術につきましては，本人が

経歴 8年で，世帯員等その他常時雇用している労働力は，経歴 8年が 1名です。通作

距離は約 500ｍです。必要な農作業について，年間約 80 日従事されています。また，

地域の農地利用調整に協力し，農薬の使用方法等について地域の防除基準に従います

ことから，周辺地域への支障はありません。 

続きまして，20 の 46 番は，譲受人は，利用農地 4,040 ㎡を耕作されています。今

回の申請地面積は 990 ㎡で，併せて 5,030 ㎡となり，耕作放棄地等はありません。取

得後は，水稲，野菜，茶を栽培するとの申請です。機械につきましては，田植機，コ

ンバイン，茶刈機を各 1台リースで，農用自動車を 2台，トラクター，耕うん機を各

1台所有されています。労働力及び技術につきましては，本人が経歴 50 年で，世帯員

等その他常時雇用している労働力は，経歴 45 年が 1 名です。通作時間は車で約 3 分

です。必要な農作業について，年間約 350 日従事されています。また，地域の農地利

用調整に協力し，農薬の使用方法等について地域の防除基準に従いますことから，周

辺地域への支障はありません。なお，高齢者面接対象者の為，健康状態について問題

ないことを確認いただいています。 
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続きまして，20 の 48 番は，譲受人は，利用農地 139,000 ㎡を耕作されています。

今回の申請地面積は 3,996 ㎡で，併せて 142,996 ㎡となり，耕作放棄地等はありませ

ん。取得後は，水稲，野菜，茶，花木を栽培するとの申請です。機械につきましては，

耕うん機を 6台，農用自動車を 5台，茶刈機，消毒機を各 2台，トラクター，肥料散

布機を各 1 台所有されています。労働力及び技術につきましては，本人が経歴 43 年

で，世帯員等その他常時雇用している労働力は，経歴 63 年，38 年が各 1 名です。通

作距離は約 1.4ｋｍです。必要な農作業について，年間約 330 日従事されています。

また，地域の農地利用調整に協力し，農薬の使用方法等について地域の防除基準に従

いますことから，周辺地域への支障はありません。 

続きまして，23 の 41 番は，譲受人は，利用農地 1,195 ㎡を耕作されています。今

回の申請地面積は 304 ㎡ですが，この後ご審議いただきます第 5号議案，農用地利用

集積計画で 3,785 ㎡申請されており，併せて 5,284 ㎡となり，耕作放棄地等はありま

せん。取得後は，野菜，花木を栽培するとの申請です。機械につきましては，農用自

動車，耕うん機，自走式草刈機を各 1台所有されています。労働力及び技術につきま

しては，本人が経歴 25 年で，世帯員等その他常時雇用している労働力は，経歴 60 年，

25 年，5 年が各 1 名です。通作距離は約 300ｍです。必要な農作業について，年間約

100 日従事されています。また，地域の農地利用調整に協力し，農薬の使用方法等に

ついて地域の防除基準に従いますことから，周辺地域への支障はありません。 

以上 9件，農地法第 3条第 2項各号には該当しないため，許可要件のすべてを満た

していると考えます。また，書類審査及び地区委員会による審査の結果，申請につい

ては特に問題のないものと判断していますので，ご審議のほど宜しくお願いいたしま

す。 

議長（堀田会長） 

ただ今，事務局から説明がありました第１号議案につきまして，何かご意見ご異議

ございませんか。 

別段無いようでございますので，第１号議案は，承認といたします。 

続きまして，第２号議案 農地法第４条の規定による許可申請について，事務局よ

り説明いたします。 

事務局 

第２号議案 農地法第４条の規定による許可申請について説明いたします。 

まず，5の 9番は，個人住宅用地の一部として転用したい旨の申請です。申請地は，

農業振興地域内，農用地区域外の第 1種農地です。判断基準は，石薬師地区市民セン

ターから北西へ約 3,000ｍに位置し，おおむね 10 ヘクタール以上の規模の一団の農地

の区域内にある農地に該当する為です。第 1種農地は，転用を原則として許可しない

農地ですが，集落に接続して設置される住宅に該当する為，例外的に許可し得るもの

と考えております。資金は既存の追認であり，問題ありません。面積の妥当性は，建
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ぺい率 22％を満たす計画の為，適正と考えています。都市計画法は手続き中です。取

水は上水道。汚水は汲み取り式。雨水は既設道路側溝へ放流します。周囲は既設石積

み，隣接の新設コンクリートブロック，小堤を設置する為，周辺農地への支障はない

と考えています。 

続きまして，16 の 8 番は，農業用倉庫用地として転用したい旨の申請です。申請地

は，農業振興地域内，農用地区域外の第 3種農地です。判断基準は，徳田駅から東へ

約 330ｍに位置し，鉄道の駅より周囲おおむね 300ｍ以内の区域に位置している為で

す。資金は既存の追認であり，問題ありません。面積の妥当性は，敷地全体を利用す

る計画の為，適正と考えています。雨水は自然浸透です。周囲は既設石積み及び小堤

を設置する為，周辺農地への支障はないと考えています。 

以上２件，書類審査及び地区委員会による審査の結果，申請については特に問題の

ないものと判断していますので，ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

議長（堀田会長） 

ただ今，事務局から説明がありました第２号議案につきまして，何かご意見ご異議

ございませんか。 

別段無いようでございますので，第２号議案は承認といたします。 

続きまして，第３号議案 農地法第５条の規定による許可申請の所有権についてで

ございますが，農業委員会等に関する法律第３１条第１項の規定により，〇〇委員の

退席を求めます。 

それでは，議案について，事務局より説明いたします。 

事務局 

第３号議案 農地法第５条の規定による許可申請の所有権について説明いたしま

す。 

14 の 62 番は，駐車場用地として転用したい旨の申請です。申請地は，農業振興地

域内，農用地区域外の第 2 種農地です。判断基準は，鈴鹿駅から南へ約 850ｍに位置

し，駅を中心とする半径 1ｋｍまでの円で囲まれる区域の，面積に占める宅地の割合

が，4 割を超えている区域内に位置している為です。資金は残高証明書を確認してお

ります。面積の妥当性は，敷地全体を利用する計画の為，適正と考えています。雨水

は自然浸透及び既設水路へ放流します。周囲はコンクリートブロックを設置する為，

周辺農地への支障はないと考えています。なお，こちらは1,000㎡を超える案件の為，

9月 10 日に現地確認を実施しております。 

以上 1件，書類審査及び地区委員会による審査の結果，申請については特に問題の

ないものと判断していますので，ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

議長（堀田会長） 

ただ今，事務局から説明がありました議案につきまして，何かご意見ご異議ござい

ませんか。 
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別段無いようでございますので，この議案は，承認といたします。 

それでは，〇〇委員の着席を求めます。 

引き続き，第３号議案につきまして，事務局より説明いたします。 

事務局 

第３号議案 農地法第５条の規定による許可申請の所有権について説明いたしま

す。 

まず，2の 63 番は，地域自治会が委員会を設置し運営・管理する墓地用地の一部（擁

壁設置用地）として転用したい旨の申請です。当該委員会は法人化していない為，地

域自治会の代表として 2名が譲り受ける申請となっております。申請地は，農業振興

地域内，農用地区域外の第 2種農地です。判断基準は，庄野地区市民センターから南

東へ約 710ｍに位置し，第 1 種農地及び第 3 種農地のいずれにも該当しない為です。

資金は通帳の写しを確認しております。面積の妥当性は，敷地全体を利用する計画の

為，適正と考えています。雨水は既設道路側溝へ放流します。周囲は既設及び新たに

Ⅼ型擁壁を設置する為，周辺農地への支障はないと考えています。 

続きまして，15 の 56 番は，太陽光パネル設置用地として転用したい旨の申請です。

申請地は，農業振興地域外の第 2 種農地です。判断基準は，中瀬古駅から東へ約 360

ｍに位置し，鉄道の駅より周囲おおむね 500ｍ以内の区域に位置している為です。資

金は通帳の写しを確認しております。面積の妥当性は，敷地全体を利用する計画の為，

適正と考えています。雨水は自然浸透です。周囲はフェンスを設置する為，周辺農地

への支障はないと考えています。 

続きまして，17 の 64 番は，太陽光パネル設置用地として転用したい旨の申請です。

申請地は，農業振興地域内，農用地区域外の第 3種農地です。判断基準は，合川地区

市民センターから北東へ約 240ｍに位置し，地区市民センターより周囲おおむね 300

ｍ以内の区域に位置している為です。資金は融資の見込みがあることを確認しており

ます。面積の妥当性は，敷地全体を利用する計画の為，適正と考えています。雨水は

自然浸透です。周囲はフェンスを設置する為，周辺農地への支障はないと考えていま

す。 

続きまして，19 の 60 番は，社会福祉施設の一部（園庭）として転用したい旨の申

請です。申請地は，農業振興地域内，農用地区域外の第 1 種農地です。判断基準は，

久間田地区市民センターから北西へ約 3,200ｍに位置し，おおむね 10 ヘクタール以上

の規模の一団の農地の区域内にある農地に該当する為です。第 1種農地は，転用を原

則として許可しない農地ですが，既存敷地の拡張に該当する為，例外的に許可し得る

ものと考えております。資金は通帳の写しを確認しております。面積の妥当性は，敷

地全体を利用する計画の為，適正と考えています。雨水は自然浸透です。周囲は土留

を設置する為，周辺農地への支障はないと考えています。 

続きまして，21 の 61 番は，社会福祉施設の一部（駐車場）として転用したい旨の
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申請です。申請地は，農業振興地域内，農用地区域外の第 1種農地です。判断基準は，

深伊沢地区市民センターから北へ約 1,390ｍに位置し，おおむね 10 ヘクタール以上の

規模の一団の農地の区域内にある農地に該当する為です。第 1種農地は，転用を原則

として許可しない農地ですが，既存敷地の拡張に該当する為，例外的に許可し得るも

のと考えております。資金は通帳の写しを確認しております。面積の妥当性は，敷地

全体を利用する計画の為，適正と考えています。雨水は自然浸透です。周囲はコンク

リートブロックを設置する為，周辺農地への支障はないと考えています。なお，こち

らは 1,000 ㎡を超える案件の為，9月 10 日に現地確認を実施しております。 

続きまして，22 の 58 番は，農業用倉庫用地として転用したい旨の申請です。申請

地は，農業振興地域内，農用地区域外の第 3種農地です。判断基準は，鈴峰地区市民

センターから東へ約 330ｍに位置し，地区市民センターから周囲おおむね 300ｍ以内

の区域に位置している為です。資金は通帳の写しを確認しております。面積の妥当性

は，敷地全体を利用する計画の為，適正と考えています。雨水は既設水路へ放流しま

す。周囲は素掘り水路を設置する為，周辺農地への支障はないと考えています。 

続きまして，22 の 59 番は，太陽光パネル設置用地として転用したい旨の申請です。

申請地は，農業振興地域内，農用地区域外の第 2種農地です。判断基準は，鈴峰地区

市民センターから北西へ約 3,790ｍに位置し，第 1 種農地及び第 3 種農地のいずれに

も該当しない為です。資金は残高証明書を確認しております。面積の妥当性は，敷地

全体を利用する計画の為，適正と考えています。雨水は自然浸透です。周囲はフェン

スを設置する為，周辺農地への支障はないと考えています。 

以上 7件，書類審査及び地区委員会による審査の結果，申請については特に問題の

ないものと判断していますので，ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

議長（堀田会長） 

ただ今，事務局から説明がありました第３号議案につきまして，何かご意見ご異議

ございませんか。 

別段無いようでございますので，第３号議案は承認といたします。 

続きまして，第４号議案 農地法第５条の規定による許可申請の貸借権について，

事務局より説明いたします。 

事務局 

第４号議案 農地法第５条の規定による許可申請の貸借権について説明いたしま

す。 

まず，2の 44 番は，先程ご審議いただきました第３号議案農地法第５条許可申請の

所有権，2の 63 番の工事の為の進入路用地として一時転用したい旨の申請です。転用

期間は 3ヶ月間です。申請地は，農業振興地域内，農用地区域内農地です。農用地区

域内農地は，転用を原則として許可しない農地ですが，一時的な利用に該当する為，

例外的に許可し得るものと考えております。資金は通帳の写しを確認しております。
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面積の妥当性は，敷地全体を利用する計画の為，適正と考えています。雨水は自然浸

透です。周囲は盛土を設置する為，周辺農地への支障はないと考えています。なお，

農地復元計画書が提出されており，事業完了後に整地し現況通り復元することを確認

しております。 

続きまして，4の 42 番は，近隣建設業者の為の資材置場用地として転用したい旨の

申請です。申請地は，農業振興地域内，農用地区域外の第 2種農地です。判断基準は，

牧田地区市民センターから北東へ約 690ｍに位置し，地区市民センターを中心とする

半径 1ｋｍまでの円で囲まれる区域の，面積に占める宅地の割合が，4 割を超えてい

る区域内に位置している為です。資金は通帳の写しを確認しております。面積の妥当

性は，敷地全体を利用する計画の為，適正と考えています。雨水は自然浸透です。周

囲は既存土留め塀及びコンクリートブロックを設置する為，周辺農地への支障はない

と考えています。なお，こちらは 1,000 ㎡を超える案件の為，9月 10 日に現地確認を

実施しております。 

続きまして，5の 45 番は，個人住宅用地として転用したい旨の申請です。申請地は，

農業振興地域内，農用地区域外の第 1種農地です。判断基準は，石薬師地区市民セン

ターから北西へ約 3,000ｍに位置し，おおむね 10 ヘクタール以上の規模の一団の農地

の区域内にある農地に該当する為です。第 1種農地は，転用を原則として許可しない

農地ですが，集落に接続して設置される住宅に該当する為，例外的に許可し得るもの

と考えております。資金は融資の見込みがあることを確認しております。面積の妥当

性は，建ぺい率 22％を満たす計画の為，適正と考えています。都市計画法は手続き中

です。取水は上水道。汚水・生活雑排水は合併浄化槽にて処理後，雨水と共に既設水

路へ放流します。周囲はコンクリートブロックを設置する為，周辺農地への支障はな

いと考えています。 

続きまして，7の 41 番は，個人住宅用地として転用したい旨の申請です。申請地は，

農業振興地域内，農用地区域外の第 2種農地です。判断基準は，稲生地区市民センタ

ーから東へ約 670ｍに位置し，地区市民センターを中心とする半径 1ｋｍまでの円で

囲まれる区域の，面積に占める宅地の割合が，4 割を超えている区域内に位置してい

る為です。資金は融資の見込みがあることを確認しております。面積の妥当性は，建

ぺい率 22％を満たす計画の為，適正と考えています。都市計画法は手続き中です。取

水は上水道。汚水・生活雑排水は合併浄化槽にて処理後，雨水と共に既設水路へ放流

します。周囲はコンクリートブロック及び素掘り水路を設置する為，周辺農地への支

障はないと考えています。 

続きまして，8の 32 番は，個人住宅用地として転用したい旨の申請です。申請地は，

農業振興地域内，農用地区域外の第 2種農地です。判断基準は，飯野地区市民センタ

ーから南東へ約 1,030ｍに位置し，第 1 種農地及び第 3 種農地のいずれにも該当しな

い為です。資金は融資の見込みがあることを確認しております。面積の妥当性は，建
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ぺい率 22％を満たす計画の為，適正と考えています。都市計画法は手続き中です。取

水は上水道。汚水・生活雑排水は合併浄化槽にて処理後，既設道路側溝へ放流します。

雨水は既設道路側溝へ放流します。周囲はコンクリートブロックを設置する為，周辺

農地への支障はないと考えています。 

続きまして，10 の 40 番は，個人住宅用地として転用したい旨の申請です。申請地

は，農業振興地域内，農用地区域外の第 2種農地です。判断基準は，楠駅から南へ約

500ｍに位置し，鉄道の駅から周囲おおむね 500ｍ以内の区域に位置している為です。

資金は融資の見込みがあることを確認しております。面積の妥当性は，建ぺい率 22％

を満たす計画の為，適正と考えています。都市計画法は手続き中です。取水は上水道。

汚水・生活雑排水は合併浄化槽にて処理後，雨水と共に既設水路へ放流します。周囲

はコンクリートブロックを設置する為，周辺農地への支障はないと考えています。 

続きまして，13 の 33 番は，個人住宅用地として転用したい旨の申請です。申請地

は，農業振興地域内，農用地区域外の第 2種農地です。判断基準は，若松地区市民セ

ンターから北西へ約 340ｍに位置し，地区市民センターから周囲おおむね 500ｍ以内

の区域に位置している為です。資金は融資の見込みがあることを確認しております。

面積の妥当性は，建ぺい率 22％を満たす計画の為，適正と考えています。都市計画法

は手続き中です。取水は上水道。汚水・生活雑排水は合併浄化槽にて処理後，雨水と

共に既設水路へ放流します。周囲はコンクリートブロックを設置する為，周辺農地へ

の支障はないと考えています。 

続きまして，13 の 39 番は，個人住宅用地として転用したい旨の申請です。申請地

は，農業振興地域内，農用地区域外の第 2種農地です。判断基準は，伊勢若松駅から

南西へ約 850ｍに位置し，駅を中心とする半径 1ｋｍまでの円で囲まれる区域の，面

積に占める宅地の割合が，4 割を超えている区域内に位置している為です。資金は融

資の見込みがあることを確認しております。面積の妥当性は，建ぺい率 22％を満たす

計画の為，適正と考えています。都市計画法は手続き中です。取水は上水道。汚水・

生活雑排水は合併浄化槽にて処理後，雨水と共に既設道路側溝へ放流します。周囲は

コンクリートブロックを設置する為，周辺農地への支障はないと考えています。 

続きまして，17 の 43 番は，農家住宅用地として転用したい旨の申請です。申請地

は，農業振興地域内，農用地区域外の第 2種農地です。判断基準は，合川地区市民セ

ンターから北西へ約 780ｍに位置し，第 1 種農地及び第 3 種農地のいずれにも該当し

ない為です。資金は通帳の写し及び残高証明書を確認しております。面積の妥当性は，

建ぺい率 22％を満たす計画の為，適正と考えています。取水は上水道。汚水・生活雑

排水は集落排水へ接続。雨水は既設排水路へ放流します。周囲はコンクリートブロッ

クを設置する為，周辺農地への支障はないと考えています。 

続きまして，19 の 31 番は，駐車場用地の一部として転用したい旨の申請です。申

請地は，農業振興地域内，農用地区域外の第 1種農地です。判断基準は，久間田地区
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市民センターから南東へ約 570ｍに位置し，おおむね 10 ヘクタール以上の規模の一団

の農地の区域内にある農地に該当する為です。第 1種農地は，転用を原則として許可

しない農地ですが，既存敷地の拡張に該当する為，例外的に許可し得るものと考えて

おります。資金は通帳の写しを確認しております。面積の妥当性は，敷地全体を利用

する計画の為，適正と考えています。雨水は自然浸透及び余水は既設道路側溝へ放流

します。周囲は宅地及び道路に囲まれている為，周辺農地への支障はないと考えてい

ます。 

続きまして，20 の 36 番は，砂利採取用地として一時転用したい旨の申請です。転

用期間は 1年間です。申請地は，農業振興地域内，農用地区域内農地です。こちらは，

転用を原則として許可しない農地ですが，一時的な利用に該当する為，例外的に許可

し得るものと考えております。資金は残高証明書にて確認しています。また，砂利採

取業者と連合会との連名で申請されており，かつ，両者が採取跡地の埋め戻し及び農

地の復元について共同責任を負っています。なお，申請人の砂利採取業者登録等，必

要書類を確認しています。砂利採取計画認可申請について手続き中です。面積の妥当

性は，敷地全体を利用する計画であり，適正と考えています。最大掘削深は 9.51ｍで

1：1.5 の安定勾配で掘削します。隣地より 2ｍ以上の保安距離をとります。埋め戻し

には山土，脱水ケーキ及び良質な現場発生土を利用します。周囲には防護柵を設ける

為，周辺農地への支障はないと考えています。なお，こちらは 1,000 ㎡を超える案件

の為，9月 10 日に現地確認を実施しています。 

続きまして，20 の 37 番は，先程ご説明いたしました 20 の 36 の工事の為の進入路

用地として一時転用したい旨の申請です。転用期間は 3年間です。砂利採取地への進

入路について，当該進入路を必要とする一体的な砂利採取計画が隣接地である場合，

進入路に限り最長 3 年間の許可が可能となります。今回の進入路は，先程の 20 の 36

の第 1区間の外に 3区間と隣接し，各区間 1年以内で完了し，全事業の完了が 3年以

内となる砂利採取計画のための進入路となっております。申請地は，農業振興地域内，

農用地区域内農地です。こちらは，転用を原則として許可しない農地ですが，一時的

な利用に該当する為，例外的に許可し得るものと考えております。資金は残高証明書

を確認しております。面積の妥当性は，必要最低限の敷地であり，適正と考えていま

す。雨水は自然浸透です。周囲には土留めを設置する為，周辺農地への支障はないと

考えています。なお，農地復元計画書が提出されており，事業完了後に整地し現況通

り復元することを確認しております。また，こちらは 1,000 ㎡を超える案件の為，9

月 10 日に現地確認を実施しております。 

続きまして，21 の 35 番は，農家住宅用地として転用したい旨の申請です。申請地

は，農業振興地域内，農用地区域外の第 1種農地です。判断基準は，深伊沢地区市民

センターから南へ約 1,140ｍに位置し，おおむね 10 ヘクタール以上の規模の一団の農

地の区域内にある農地に該当する為です。第 1種農地は，転用を原則として許可しな
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い農地ですが，集落に接続して設置される住宅に該当する為，例外的に許可し得るも

のと考えております。資金は融資の見込みがあることを確認しております。面積の妥

当性は，建ぺい率 22％を満たす計画の為，適正と考えています。取水は上水道。汚水・

生活雑排水は合併浄化槽にて処理後，雨水と共に既設道路側溝へ放流します。周囲は

コンクリートブロックを設置する為，周辺農地への支障はないと考えています。 

続きまして，23 の 29 番は，農業用倉庫用地として転用したい旨の申請です。申請

地は，農業振興地域内，農用地区域内農地です。こちらは，農地法第５条第２項ただ

し書に規定する，農用地利用計画において農業用施設として指定された用途に該当す

るため，例外的に許可し得る案件です。資金は通帳の写しを確認しております。面積

の妥当性は，敷地全体を利用する計画の為，適正と考えています。雨水は自然浸透で

す。周囲は柵板を設置する為，周辺農地への支障はないと考えています。 

以上 14 件，書類審査及び地区委員会による審査の結果，申請については特に問題

のないものと判断していますので，ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

議長（堀田会長） 

ただ今，事務局から説明がありました第４号議案につきまして，何かご意見ご異議

ございませんか。 

大石委員 

 砂利採取についての案件ですが，期間が３年というのは非常に長いのではないかと

思うし，ここにいるメンバーも３年後ここに座っているとは限らんので，許可するの

はいいと思うけど，１年１年見てやっていくのがいいのと違うかと思うところもあり

ます。１年がいいかどうかわかりませんけど，せっかく許可するのであれば，許可し

たものについてちゃんと埋め戻しとかの作業が担保されて，次のステージへというの

が。どんぶりで３年でやっていって，結局誰もチェックする者がいなくなってしまう

というのではまずいと思うので。期間については，どれだけが適正かというのはまた

考えてもらえばいいですが，あまりにも大きな土地を３年というのは，ザックリ区切

ってやっていくというのは如何なものかなと。やること自体は特段反対はしませんけ

ど。 

 それともう１点，23-29 についてですけど，これは前回地元のほうで許可も受けず

にやっていいのかと言われて，この案件については瑕疵があるのではないかと調べて

もらって，結果として瑕疵があり工事も止まっていたという話ですが，この話は前回

伊勢の方が鈴鹿で土地を買うのと一緒で，愛知県春日井市の方が鈴鹿の西庄内まで。

たとえ親子であっても，通作距離１時間に該当しないと思います。そういうところに

ついても農業委員会として精査して，よく考えていただきたいと思います。 

議長（堀田会長） 

 １点目の砂利採取の件でございますが，砂利採取は１年と決まっております。３年

の一時転用は，砂利採取をするための進入路は県の指導も得まして，３年ＯＫと。で
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すから，砂利採取は，３年間一時転用を認めるということはございませんので，一番

奥で１年を認めると。そこが済んだら，そこまでの進入路は畑に戻す。次の年には１

年で転用を認めて，第２の工区をやるということで，砂利採取は原則で１年というこ

とです。この件については，進入路ということで理解していただきたいと思います。 

 ２点目は，親子関係で，愛知県の名義で倉庫を建てるということかと思いますが，

庄内の案件ですので，地元の地区委員会では問題にならなかったのですか。 

大石委員 

 地元で審議した覚えはありません。 

議長（堀田会長） 

 地元で審議され良しとするとの意見書を頂いているということですので，農業委員

会としても問題ないとしております。 

事務局 

 地区委員会からは９月３日付けで頂いています。 

大石委員 

 地区委員会は開いていません。 

事務局 

 ９月につきましては，コロナの緊急事態宣言の発令もありまして，地区委員会につ

きましては，場合によりましては書面での決議ということもご検討くださいと各地区

に配信させていただきました。その上で，地区委員会の事務局は地区市民センターに

担ってもらっていますので，地区市民センターと地区委員会会長との間で協議いただ

いたものと事務局としては理解しています。その旨の報告を農業委員さんへどういっ

た形でされているのかというところまでは，事務局としては，各地区委員会の判断に

委ねさせていただいたこともございまして，詳細はわかりかねますが，９月３日付け

で地区委員会の意見決定日として，事務局のほうには届いています。 

大石委員 

 ９月３日に会議をもつ予定でしたが，コロナの関係で中止にしたのは事実です。 

議長（堀田会長） 

 ３年前に農業委員と最適化推進委員，地区の農業委員と呼んでおりますが，我々農

業委員が半減になり２つの地区を受け持って，各地区に推進委員がいるという農業委

員会のシステムになっていると思います。どこに落とし穴があるかといいますと，各

地区で審議されるこういう３条４条５条の案件につきましては，農業委員会の事務局

に上がるまでに，各地区の案件というのは，協議していただくというのが原則だと思

いますし，これからはこういう形でいきたいと思います。こういうところで，大石委

員のわからないところで上がってきているということではないのかなと思います。こ

の案件につきましても，親子ということで認めざるを得ないのではないのかなと思い

ますので，よろしくお願いします。 
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大石委員 

私が言いたいのは，農業委員会でそれはどうですかと言っとることに対して，地区

が判断したのでというのは，ちょっとおかしいところです。地区が判断してもこの農

業委員会で最終的に協議して決定するのが，本来のルールやと思うので，地区がいく

らＯＫしても，委員会の中であかんと言えば，否決されるような話だと思うので，そ

こらへんについては，地区からの承認を得てるからいいという話ではないと私は思い

ます。たまたまこれは私の地区の問題ですので，よく知っているだけで，まして前回

に伊勢の問題が出ているので，こういうやつには該当しないのですかということに対

して，事務局として答えてくれると，大変ありがたいと思っているだけです。 

議長（堀田会長） 

それが本来だと思います。最高決定機関はここになりますので，地区で上がってき

てもあかんという形のものが，本来の決定だと思いますが，心情的に地区で認めたも

のを否定できないということもありますし，重大な欠陥があるものについては否定し

ていただかなければならないと思いますが，大石委員の趣旨はよくわかりますし，で

きるだけそういうふうな方向に持っていきたいと考えております。 

事務局 

 補足いたしますと，借りられる息子さんに関しまして，農林水産課に確認しました

ところ，農業していることが確認をとれていますことと，申請書に必要な書類を整え

ていただいておりますので，農地法上問題はないと判断しております。 

大石委員 

 実際，農業されているのは，父親と母親です。トラクターで田を起こす作業もほと

んど父親がやっています。親子関係なのでいいと思いますが，ちゃんと農業やられて

いるということは，私も認めるのですが，お父さんも高齢なので，農業をできなくな

った時に，今のままの移動時間に１時間半とか２時間近くかかるようなところでいい

のかという話を，私は聞いているだけで，単にこの人を中傷しているのではなくて，

そういう時にどういう形態を農業委員会として示すかということをお尋ねしている

だけです。自分の親の土地ということでも，愛知県の春日井の住所でいいのかという

ことです。そういうことに対応するガイドラインは恐らくないと思うので，きちっと

した返事ができない。今後は多様なこともシュミレーションしながら，委員会として

判断することを検討する時にきていると思います。 

議長（堀田会長） 

 意見はいただきましたが，各地区で慎重にもんでもらっていると思いますので，あ

る程度のことについてはそういう部分があるかと思いますが，以後気を付けてやって

いきたいと思います。 

 外に第４号議案につきましてご意見ございませんか。 

無いようでございますので，第４号議案は承認といたします。 
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続きまして，第５号議案 農用地利用集積計画について，事務局より説明いたしま

す。 

事務局 

第５号議案 農用地利用集積計画について，別冊の農用地利用集積計画書により説

明します。 

計画書１ページ目１番から３番は，加佐登地区で使用貸借です。 

２ページ目４番は，石薬師地区で使用貸借です。 

３ページ目５番は，箕田地区で米２５ｋｇの物納です。 

４ページ目６番及び７番は，若松地区です。６番は，米１０ｋｇの物納です。７番

は，米２５ｋｇの物納です。 

５ページ目８番から３４ページ目９１番は，天名地区です。８番は，使用貸借です。 

９番は，米３０ｋｇと６０ｋｇの物納です。１０番は，農地中間管理機構を通した米

３０ｋｇ相当の金納です。１１番から９１番は，農地中間管理機構を通した使用貸借

です。 

 ３５ページ目９２番は，合川地区で米３０ｋｇの物納です。 

３６ページ目９３番から９５番は，久間田地区です。９３番は，使用貸借です。９

４番及び９５番は，１０，０００円の金納です。 

３７ページ目９６番及び９７番は，椿地区です。９６番は，所有権の移転です。 

９７番は，１０，０００円の金納です。 

３８ページ目９８番及び９９番は，深伊沢地区です。９８番は，所有権の移転です。 

９９番は，農地中間管理機構を通した５，０００円の金納です。 

 ３９ページ目１００番及び１０１番は，鈴峰地区で使用貸借です。 

 以上の計画要請の内容は，経営面積・従事日数など，農業経営基盤強化促進法第１

８条第３項の各要件を満たしていると考えます。またすべてで申請者双方が合意して

おり，かつ地区委員会でも審議いただき承認されております。以上，ご審議のほどよ

ろしくお願いいたします。 

議長（堀田会長） 

ただ今，事務局から説明がありました第５号議案につきまして，何かご意見ご異議

ございませんか。 

別段無いようでございますので，第５号議案は，承認といたします。 

 続きまして，報告事項に移らせていただきます。報告事項１から 13 につきまして

一括して事務局より説明します。 

事務局（議案書朗読） 

議長（堀田会長） 

ただ今，事務局から説明がありました報告事項１から 13 の案件は，すべて書類内

容等も完備しておりますので，報告といたします。 
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報告事項につきまして，ご質問等ございますでしょうか。 

議長（堀田会長） 

 別段無いようでございますので，報告事項を終了します。 

続きまして，議事第２ 農業振興地域 整備計画 の変更に関する意見聴取について，

事務局より説明いたします。 

事務局 

資料につきましては，農業振興地域概念図，農振法第１３条第２項５要件の説明書，

農振法第１０条３項の説明書，変更申出一覧表及び地図を用意しております。農業振

興地域整備計画の変更申出に係る農用地区域からの除外について，ご意見いただきた

く説明申し上げます。 

鈴鹿市では，優良農地を確保し，農業振興施策を計画的に推進するため「農業振興

地域の整備に関する法律」に基づき，鈴鹿市農業振興地域整備計画を策定しておりま

す。この中で長期にわたって農業の振興を図るべき地域を「農業振興地域」に指定し

ています。さらに，この地域内で特に農業振興を図っていく土地を「農用地区域」と

指定しています。図で説明しますと，鈴鹿市全体から鈴鹿市国定公園などの一部を除

いて都市計画区域が存在します。都市計画区域内には，市街化区域と市街化調整区域

があり，その中でも市街化調整区域内のみ農業振興地域が定められております。そし

て，この農業振興地域内で，長期にわたり総合的に農業振興を図る地域として農用地

区域が設定されております。 

農用地区域は，原則農用地以外には転用できないこととなっていますが，やむを得

ず農業以外の目的で利用する場合には，農用地区域から除外しなければなりません。

農振除外するには，農用地以外の用途に利用することについて具体的な計画があり，

かつ農振法第１３条第２項にある５要件をすべて満たしている場合に限ってするこ

とができます。（５要件の説明） 

また，農振法第１０条第３項で農用地区域とすべき条件が定められていますが，条

件を満たさないことによる農用地区域からの除外があります。（法第１０条第３項の

説明） 

これら農用地区域の変更は，共に農振法施行規則第３条の２第２項において準用す

る同条第１項により農業委員会の意見を聴くものとされています。鈴鹿市では，農振

除外の申出受付を年に 2回，6月と 12 月に行っております。今回は，6月受付案件に
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ついて，ご意見を伺いたく説明させていただきます。 

番号１番は，農用地区域からの除外です。地区は，国府地区です。所在地は，国府

町 9256 番の一部です。登記地目は，畑です。除外面積は，270 ㎡です。除外理由は，

法第１３条第２項各号に該当する，分家住宅を建築する為です。 

番号２番は，農用地区域からの除外です。地区は，石薬師地区です。所在地は，石

薬師町 2457 番 660 の一部 ほか３筆です。登記地目は，畑及び山林です。除外面積

は，997.72 ㎡です。除外理由は，法第１３条第２項各号に該当する，農家住宅を建築

する為です。 

番号３番は，農用地区域からの除外です。地区は，白子地区です。 所在地は，白

子町 3631 番 1 の一部です。 登記地目は，田です。除外面積は，278 ㎡です。除外理

由は，法第１３条第２項各号に該当する，分家住宅を建築する為です。 

番号４番は，農用地区域からの除外です。地区は，白子地区です。 所在地は，白

子町 2059 番 4 です。 登記地目は，田です。除外面積は，320 ㎡です。除外理由は，

法第１３条第２項各号に該当する，分家住宅を建築する為です。 

番号５番は，農用地区域からの除外です。地区は，白子地区です。 所在地は，白

子町 3206 番 1 の一部です。 登記地目は，田です。除外面積は，314.21 ㎡です。除外

理由は，法第１３条第２項各号に該当する，分家住宅を建築する為です。 

番号６番から 46 番は，農用地区域への編入です。地区は，栄地区です。所在地は，

秋永町 925 ほか 71 筆です。登記地目は，田及び畑です。編入面積は，54,566 ㎡です。

編入理由は，土地改良事業に参加するためです。 

番号 47 番は，農用地区域からの除外です。地区は，椿地区です。所在地は，山本

町 526 番 13 の一部です。登記地目は，畑です。除外面積は，347.44 ㎡です。除外理

由は，法第１３条第２項各号に該当する，農家住宅を建築する為です。 

以上の計画変更の内容について，農業振興地域の整備に関する法律第１３条第２項

各号及び法第１０条３項の要件に該当すると考えます。なお，地区委員会には，事前

に確認していただいております。よろしくお願い申し上げます。 

議長（堀田会長） 

ただ今，事務局から説明がありました議事第２につきまして，何かご意見ございま

せんか。 

 別段無いようでございますので，意見なしと鈴鹿市へ回答いたします。 
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以上で，本日の議事は，すべて終了いたしました。 


